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令和 6 年度　　学校評価書　　　（　実施段階　）

通信制課程福岡県立 博多青松 高等学校

学校運営計画（４月）
学校運営方針 評価

（総合）昨年度の成果と課題 年度重点目標 具体的目標

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

生徒一人一人の個性を尊重し、目標達成のための力を育成することのできる、県立唯一の通信制高校
～自らの力で課題を解決する通信制ならではの教育活動を通して、学校内外の様々な学びにつながる継続力とチャレンジ精神を有する人材を育成します～

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）

○創学の精神のもと、自律した生活習慣を身に付け、他者を尊重し、自分の目標に向かって努力するこ
とができるために必要な資質・能力
○私生活と学校生活の両立を目指し、自己管理ができ、主体的に物事に取り組むことができるために必
要な資質・能力

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

○自ら履修科目を設定し、卒業までの計画を編成できる教育課程
○在籍期間の上限を設けず、単位を積み重ねることで卒業を目指せる柔軟な単位制
○検定等の学校外の学修成果を単位として認定
○丁寧な添削指導、深い学びを実践する面接指導、生徒の実態に合った学習評価の実施

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

○年齢を問わず、学ぶ意欲がある人　　　　　　　　　　○自分の生活スタイルを大事にしたい人
○様々な学習を通して、自分の将来を考えたい人　　○自分で考え行動したい人
○他者を思いやり、多様性を尊重できる人　　　　　　 ○社会のルール・マナーが守れる人

　昨年度は感染症防止対策が変更され、学校行事
や校外活動も活発に行われるようになった。また職
員研修等ににより教育・業務のＩＣＴ化が更に推進さ
れた。
　その一方で「個別最適な学び」「主体的な学び」の
実現のため、指導と評価の一体化、観点別評価につ
いて更なる検討と研究が必要である。また、様々な
事情を抱える生徒に寄り添い、自立を支援するため
に職員間の情報交換や研修、外部機関との連携を
いかに行うかということも課題となっている。

本校の特徴を再認識し、その特徴を活かした教育の実践

（１）単位制高校の特徴を最大限に活かす教育活動を全職員で実践する。
（２）全生徒を全職員で支援する意識を持ち、多様な価値観で多様な個性を
支援する。
（３）学校行事及び「博多青松グローバル人材育成プログラム」の更なる充
実に努める。

B

生徒の個別最適な学びを実現するための、学習活動及びキャリア教育の充実

（１）観点別評価を活用し、「見えない学力」の育成を積極的に行う。
（２）ICTを効果的に活用するなど、魅力ある授業やキャリア教育を展開し、
未来社会でたくましく生き抜く力を育成する。
（３）「総合的な探究の時間」を効果的に活用し学習意欲を喚起する。

生徒の多様化に対応した、積極的生徒指導と就学支援の充実

（１）学校生活を通して「社会のルールが博多青松のルール」、「博多青松の
自由は学びのための自由」などの博多青松アイデンティティの涵養を図る。
（２）「チーム博多青松」として共通した理解のもと効果的な指導・支援を行
う。
（３）関係機関との連携、校内研修の充実を図り、組織的かつ積極的な修学
支援を行う。

保護者や地域社会との連携を図り、様々な角度からの生徒支援及び育成の推進

（１）保護者や地域社会を積極的に「チーム博多青松」の一員として巻き込
んだ学校行事等を実施する。
（２）郵送物や学校ホームページの充実を図り、特に生徒の活躍について積
極的な情報発信を行う。
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項目ごと
の評価
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〇

◎
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〇
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◎

〇

〇
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・通信制におけるＩＣＴの活用を模索する。

・学校ホームページの充実に努め、積極的に情報発信を行う。

・学校説明会・入試説明会などで生徒の活躍を動画などで視覚的に紹介する。

・広報活動に関わる職員研修を行い、チーム支援を充実させる。

・定時制と情報交換を密に行い、連携を図りながら広報物の早期作成に努める。

・懸垂幕やポスターなどの立案を迅速に行い、広報物の掲示を充実させる。

・学校行事や生徒の活躍などの視覚的資料を広報素材として積極的に活用する。

・生徒の学校生活における充実感・満足感向上のために学校行事等を工夫・改善する。

・学校生活アンケート等で、生徒の現状把握を行い、生活指導や行事運営及び環境改善に生かす。

・HRや学校行事、スクーリングを通して、マナー指導の徹底を図る。

・「学校いじめ防止基本方針」に基づき、いじめの未然防止・早期発見に努める。

・スクールカウンセリング希望者の調整を行う。

・職員間や保健室とで生徒情報を共有する。

・生徒一人ひとりに適したサポートを行う。

・校内での緊急避難時における生徒の行動を確認させる。

・日常生活における緊急避難を生徒に意識させる。

・緊急避難時における職員の動きをそれぞれで確認してもらう。

・各分掌・年次との密接な連携により行事等を円滑に行う。

・教職員への適切かつタイムリーな進路情報の提示

・キャリア教育関連行事内容の充実化

・生徒への個別対応を支援するための教員間の連携強化

・あらゆる機会を利用した「進路の手引」の積極的な活用

・クラス、年次の枠を越えた個別相談体制づくり

・HPへの進路情報掲載頻度の増加、「進路だより」の内容の充実

SCへの相談方法を工夫し、カウンセリングへの敷居
を下げて、より多くの生徒が利用できる方法を模索
したい。

危険から身を守り、防災意識を高めたり、自分の健
康管理を生徒に意識させたい。

前期の卒業式を視聴覚室で実施したが、過去の資料や先
生方の協力のおかげで円滑に行うことができた。今後も実
施後の詳細な記録の保存が必要だと考える。

情報提供の手段ではあるが、情報過多にならないよ
うに掲載内容を精選する必要がある。情報と生徒の
活動報告をバランスよく掲載する必要がある。

○

自己評価

結果の考察と次年度の課題

A

A

A

A

A

避難訓練の円滑な実施

・式典の実施要項を早期に提示し、業務の周知徹底を図る。

・行事の活性化を図るため、詳細な記録を残す。

・生徒の感想を掲載するなど、生徒の活動が伝わる誌面を作る。

・保護者にも届く送付の仕方、内容になるように工夫をする。

・生徒の知見を広げるために幅広い内容の記事を掲載する。

A

研修会の充実

前期に実施した各教科のアン
ケートではスクーリングでの
学習を楽しみにしているとの
評価もあった。

教務部

レポートスクーリングの充実 ◎

○

教務領域の共通理解と改善 ○

通信制であることによって学習指導を十分に受けら
れないなどの状況を作らないためにも、生徒・保護
者との連携をより深めていく必要性を感じた。

通信制に求められる役割を理解し、実施可能なシス
テムの構築に向けて邁進していかなければならな
い。

・様々なメディアを用いた情報提供を行う方法を教務部から提案する。

・観点別評価を取り入れた、生徒を取り残さない教育を目指した授業改善に取り組む。

・教務業務内容の精選を行い、作業の効率化を図る。

・教員用のタブレットの使用サポートを行う。

・新システムへの業務移行をスムーズに行う。

校報誌「青松」の有効活用 ◎

ガイダンス部

生徒個々の希望進路実現に向け
た支援体制の構築 〇

・生徒が安心して学校生活を送る
ための公共心やマナーの向上 ◎

健康教育部

生徒の心身の健康への支援 ◎

庶務部

円滑な学校行事の運営 ○

生徒が自らの進路選択に係る情
報収集のための支援 ◎

〇

◎

卒年にかかわらず、先生方の支援が大変有難かっ
た。横の連携をさらに緊密にしながら生徒支援を進
めていきたい。

〇

〇

生徒の進路に関する情報収集が十分できていな
い。段階的にあらゆる機会を利用して何度も周知徹
底する必要がある。

特になし

特になし

特になし

情報システム部

校務パソコンの運用支援 ○

○

研修部

◎

○

校務ネットワーク及び
　ICT機器の運用管理 ◎

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見
評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策

・授業規律を徹底し、生徒の授業満足度の向上を図る。

○

企画広報部

広報活動の充実

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

・他部署との業務のシェアを図り、職員一丸となって取り組む。

・校務支援システムのマニュアルの整備と効果的な利用の推進を図る。

・留意を要する生徒のに関する情報共有を全職員で行う。

・人権教育基本方針を理解し、「チーム博多青松」で生徒の支援を行う。

・若年研・エキスパート研（研究授業・発表・報告など）を円滑に実施する。

・校務支援やＨＰの新システムの運用支援を行う。

・新システムのマニュアル作成を進める。

・校務パソコン及び校務サーバの運用管理を円滑に行う。

・ＩＣＴ機器の管理と利用を支援する。

現在のところ、仕様変更・更
新方法に関する意見のみ。
新しい使用方法については
検証中。

・他分掌と連携し、年間4回以上の校内研修を実施する。

・観点別評価により職員の「見えない学力」を育成する力を高める。

A

B

A

A

生徒指導部

広報素材の収集・精選 ○

○

・生徒の学校生活に対する充実
感、満足感の向上 〇

〇
・生徒が安心して学習活動が行えるよう、SCやSSW等、関係機関との連携を深める。

・スクーリング中の校内及び学校周辺の巡視を計画的に実施する。

システムの追加・更新により、作業手順が不明確に
なっている。手順の整理とまとめが必要である。

生徒用アカウントが追加されたので、アカウントの管
理を追加する。

留意を要する生徒についての研修の資料作成を情
報システムと連携して新しい形態にした。来年度は
内容についても更に充実させる。

若年研、エキスパート研の発表は適切な時期で実
施できた。人権意識の向上の為の研修を更に充実
させる。

今年度、ＨＰの大幅な改編があり大変苦慮したが、
他分掌との連携や先生方の協力により円滑に活用
することができた。今後も充実させたい。

今年度は、視覚的資料として動画の収集と活用（公
式youtube作成）を充実させることができた。今後も
先生方や定時制との連携を密にしたい。

アンケートについて、より多くの生徒から回答得るために、
その回答方法を工夫する。また、生徒会を中心とした行事
の充実を図る。

SNSを通してのいじめについて、これまで以上に気を配り、
さらなる情報収集に務める必要がある。
スクーリング時の巡視の範囲等について検討する。

教科及び教科担当で結果を
次年度の計画に活かした。

学校生活アンケートにより、
生徒の不安や要望を把握で
きた。

学校説明会におけるアンケート自体は
実施できなかったが、QRコードによる
申し込みにしたことで、参加者の集
約・把握しやすくなった。

「学校生活に関するアンケート」の結
果から、生徒の不安感・困り感が把握
でき、学校案内資料の作成に活用す
ることができた。

「学校生活アンケート」の結果からは
概ね学校生活での満足感が感じられ
た。行事の参加率も向上しており、今
後は更なる充実を図りたい。

「いじめ及び人間関係チェックリスト」
の結果からは、いじめについての記載
はゼロであった。

「こころのアンケート」を実施し、生徒の
実態や抱えている悩みを引き出し、さ
らにSC講演でフィードバックすることが
できた。

総合的な探究のレポート作成や
避難訓練の参加を通して生徒の
防災意識を高めることができた。

事後の感想を見る限り、本年度
実施した行事に関しては、肯定的
な回答が多かった。

フォントサイズが小さいという指
摘があったので、記事を精選し、
見やすい紙面にする。

進路に対する心構えが、知識
を含めてまだ十分でない生徒
が大半である。

上級学校への進学を考えて
いる生徒が年々増えてきてい
る。

A

A

A

A

A

A

特になし

特になし

特になし

特になし

今年はなぜ意識させる
ことができなかったので
すか。

特になし

特になし

特になし

特になし

考察が不十分なように
感じます。なぜその課
題を掲げられているの
か説明してください。

HPが一新されて学校の
特徴がより分かりやすく
なったと思う。今後も魅
力的なHP作りをお願い
します。
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項目ごと
の評価

自己評価

結果の考察と次年度の課題

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見
評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

〇

〇

〇

〇

〇

〇

○

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○

○

○

○

◎

◎

◎

○

◎

○

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

・生徒情報の共有をもとに、チームでの支援・指導に努める。

・教育相談体制の充実を図る。

・生徒の今を大切にし迅速に対応する。

・新教育過程での受験初年度になるので、受験知識を高める。

・幅広い進路希望の把握と希望実現に向けての支援を行う。

・生徒情報を共有し、共通の認識のもと生徒を指導する。

・生徒の学習状況を把握し、きめ細やかなサポートを行う。

・特別活動等への参加を通して、生徒の本校への帰属意識を高める。

・幅広い進路希望の把握と面談等でのサポートを充実させる。

・ガイダンス部と連携し、情報提供や相談により進路意識を醸成する。

・広報誌や状況書添付物による図書館情報の周知を進める。

・図書委員と連携を図る。生徒の意向が反映される選書を行う。

・周年事業のために過去の情報を収集・整理する。

特になし

・進路の実現と保護者との連携 ○

学校関係者評価

　学校関係者評価委員会では、①本校職員が生徒に寄り添っている点　②生徒に対して多くの選択肢を提供している点を高評価していただいた。通信制においては、令和７年度から要約全生徒にGoogle Accountを配付
することができたが、どう活用するかの計画が十分に立っていない。Googleクラスルームの活用により、生徒への情報提供が可能になり、話すことが得意でない生徒の能動的なスクーリング参加の可能性も見えてくる。生
徒の平均年齢は１９歳で、生徒たちに親和性が高いのは紙媒体ではなくデジタルメディアである。それを踏まえたうえで、改善策として、以下の２点を挙げる。

①　小規模のGoogle Classroomの活用学習会を開催し、職員のスキルを向上させる。
　　Google Classroomを活用することにより、生徒への情報提供、アンケート回収等、毎日学校に登校しない通信制の生徒に対する支援を充実させることができる。また、全生徒を対象に毎月送付している学習状況書等の
送付物を減らすことにより、今年度の大きな問題であった誤封入のリスク低減も期待できる。

②　令和７年度中にレポートのデジタル化を現実的にする。
　　通信制職員は年間約2000枚のレポートを添削しているが、郵送レポートが添削できるようになるまでにもかなりの手間を必要とする。レポートのデジタル化により、職員の業務を効率化し、生徒指導に充てる時間を増や
すことができると考えている。

評価（総合） 自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

A

評価項目以外のものに関する意見

・自尊心を高め、進路意識の醸成 ○

卒業予定生年次

・生徒情報の共有と年次全体での
支援 ◎

生徒情報を共有しSSWやSC
と連携がとれたので生徒の安
全確保等対応が出来た。

・保護者ならびに医療機関、福祉機関との連携を図る。

メディア図書部

・読書センターおよび学習センター
としての図書館の役割の定着 〇

在校生年次

○

◎

・スクーリングや行事などでギャラ
リー液晶画面等による情報提供

・予定変更などに迅速に対応する情報の提供に努める。

・安心してみてもらえる映像表現の工夫につとめる。

・他校広報誌を整理し、協力校制度の研究に資する。

・通信制システムを早期に理解させ、円滑な単位修得を促す。

・不活動状態につながる状況の早期発見に努める。

・生徒間コミュニケーションの醸成、学校生活への満足度向上。

・生徒に関する情報収集、保護者、SC、SSWとの連携を努める。

・年次内で生徒情報を迅速に共有する。

・自己肯定感を持ち、自尊感情及び他尊感情を大切にできる生徒を育成する。

・「チーム学校」として生徒の支援
に努める

進路に関することをできるだけ多くの生徒に考えさ
せる機会を作りたかったができなかった。次年度は
段階的に生徒へ進路情報を出し、選択肢を増やして
いきたい。

定期的な年次会で情報を共有できた。卒業するか
卒業しないかを生徒自身で決められるので生徒の
意思を定期的に確認していくことが課題である。

生徒情報を小まめに確認す
ることで、生徒は安心して生
活することができた。

◎
アンケートをもとに多様な進
路希望を把握することがで
き、適宜対応できた。

〇

〇

◎

通信制独自の図書館便りをほぼ月刊で発行するこ
とができた。来年度にも継続し、生徒による情報発
信を深めたい。

他校の広報誌にみられる興味深い取り組みについ
ては、生徒に還元できる方法を考えたい

時間割の立て方、レポートの提出方法など基本的な
学習活動への理解が不十分な生徒が多い。年度当
初のHRで個人指導を行うことも検討したい。

年次内での情報共有を綿密に行うことが肝要。保護
者からの電話や生徒との会話も共有し、生徒の困り
感を早期発見し、的確に把握していきたい。

生徒情報を確認することでス
クーリング時の対応等に活か
すことができた。

進路に関する考えがまだまと
まっていない生徒が多いこと
がわかった。

進路に関する情報を発行したが生徒にもっとわかり
やすくするためにレイアウトを変えて見やすいものに
していくことが課題である。

◎

○

年次での生徒情報の共有がうまくできており、各担
任が生徒に対して細かな対応ができたので良かっ
た。これを職員全体に広げていきたい。

・生徒理解と適切な支援・指導を
行う

・前年度からの引継ぎ事項を確認し、適宜生徒との面談を行う。

新入生年次

・通信制システムへの理解と満足
度の向上

A

A

A

本のリクエストは例年通りの
数であった。選書結果は新刊
図書の展示で示した。

情報提供の際の確認方法を
間違いの少ないように変更し
た。

学校生活アンケートにより、
生徒の不安や要望を把握で
きた。

A

A

B

A

A

特になし

特になし

特になし

特になし

特になし

特になし

特になし

特になし
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